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このレベルでおさえておきたいその他の語
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「語源～ 」
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● について。

と

豊かな と 捨てる、あきらめる は、品詞も意味も

全く違うが、つづりが似ているだけに区別がしにくい。そこで簡単なイ

メージを使った両者の区別の仕方を教えよう。

①

の ユー と「ゆたかな」の「ユ」を 同じユつながりに

なるのを ひっかかりにしてこっちは覚える。

②

の と「あきらめる」の「ア」を 同じアつながりにながり

になるのを ひっかかりにしてこっちは覚える。

この綴り字の違いをヒントにした覚え方は 驚く・不思議に思う

と 歩き回る の区別にも使える。 の と「おどろく、

不思議におもう」の「オ」、 の と「あるき回る」の「ア」を

それぞれ「オつながり」「アつながり」になるところをヒントにして覚

えるといい。

その話を聞いて彼が怒らなかったのは不思議だ

その迷子の女の子は森の中をさまよった

※ は名詞で「驚異、驚き、驚くべきこと」という意味もある。他に

① Ｓ Ｖ～ ～なのも無理はない、当然だ

② Ｓ Ｖ～ ～かしら と思う

③ 原形 ～ ～していただけますか

などの語法がある。

● について。

語源～

は「息づく」を表す語幹。「呼吸」が原義。生命力の根源は息の中に
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あると考えられていた。 の は「 対象に 向かって」という意味。

つまり は、

「対象に向かって それを求めて ハァハァと息をする → ～を熱望する」

となるのだ。 以外で を含む語をいくつかあげてみよう。

[名詞語尾] → 呼吸 → 貴重なもの ⇨ 精神、霊魂、気分

(中) → 神が 息を吹き込む ⇨ 霊感を与える

(外) → 息を出し切る(こと切れる)⇨ ①息を吐き出す

②期限が切れる

満期になる

(再び) → 繰り返し息をする ⇨ 呼吸する

(通して) → 皮膚を通して息をする ⇨ 汗をかく

(一緒に) → 一緒に息をする ⇨ ①共謀する

陰謀を企む

②協力する

( ) → 対象に向かって息をする ⇨ 熱望する

● について。

には「複雑 な集合 体、総合施設」という意味もあるが、これは「シネコン」

から類推できる。シネコンとはシネマコンプレックス の略で、ショ

ッピングセンターなどに併設された、複数のスクリーン持つ複合型映画館のことだ。

● について。

語源～

は「逆に の 」「反対の 対立して 」を表す接頭辞。これ

を含む語の例をいくつか挙げてみよう。

立つ → 反対に立つ ⇨ 対比 させる・する
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作用する → 反対に作用する ⇨ ① 反作用して ～を和らげる

②～を阻止 妨害 する

攻撃 → 反対に攻撃する ⇨ 反撃、逆襲

例 → 反対の例 ⇨ 反例、反証

には「相互の、対応する、匹敵する、相当する」という意味もある。

側･もの → 相互補完的なもの ⇨ 特に役割 機能 等が よく似たもの

相当するもの 対応する つのもののうちの 一方

● について。

語源～

という接尾辞は、以下の２つの意味を表す。

※「距離の単位」を表す場合、アクセントは の２つ前の音節に

だけが例外 、「計器」を表す場合は直前の音節にくる。

⑴「距離の単位」

百 分の → 分の ﾒｰﾄﾙ ⇨ １センチ

※１セントとは「 分の１ドル」というのが元々の意味。

千倍 → ﾒｰﾄﾙ ⇨ １キロ

⑵「計器」

気圧 →気圧を計る計器 ⇨ 気圧計

高さ →高さを計る計器 ⇨ 高度計

熱･温度 →熱 温度 を計る計器 ⇨ 温度計

※ が「熱」を表すことから以下も連想がつく。

化学 ⇨ 熱化学

安全装置 ⇨ 温度自動調整器
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● について。

語源～

は「星」を表す語幹。たとえば は「小惑星」のこと。

この語幹を持つ語の例をいくつか挙げてみよう

～学 → 星の学問 ⇨ 占星術

～学 → 星の学問 ⇨ 天文学

※ と の区別は「アストロロジィ」の「ロ」と

占いで用いる 「タロットカード」の「ロ」が同じ「ろ」つなが

りになるのを引っ掛かりにするといい。

人 → 星に行く人 ⇨ 宇宙飛行士

～学 人 → 星を学ぶ人 ⇨ 天文学者

※ が「学問」を表すことから以下も連想がつく。

農業 → 農業の学問 ⇨ 農業 経済 学

● について。

の意味を知っておくと は「運ぶ できる → 持ち運びでき

る」。 は「荷物を運ぶ人」と類推ができるようになる。

● について。

「金・料金」

いろいろな「金・料金」を表す語をまとめてみよう。

① ：（サービスに対する）料金、手数料、使用料
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② ：費用、原価

※ は商品等につける値段であるのに対し、 は生産･入手･維持など

のために実際に支払う費用。

③ ：借金

④ ：（交通機関の）運賃

⑤ ：⒈入場料、入学金

⒉授業料

⒊ 弁護士、医者等への 謝礼

⑥ ：罰金

⑦ ：郵便料金

⑧ ：（物の）価格

⑨ ：光熱費や電話代等

⑩ ：利子、利息

⑪ ：税金

⑫ ： 道路等の 通行料、使用料

⑬ ：⒈ 当然支払われる 与えられる べきもの

彼はついに当然の報いを受けた

⒉ 会費、使用料、手数料、税、料金、賦課金

クラブの会費

会費

⑭ 基金

● と と について。

と と

のイメージが理解できても お世辞 と ひらひら飛ぶ は

意味の区別がつきにくい。これを簡単に記憶する方法を紹介しよう。

と の覚え方はつづりの違いを利用するといい。 の
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から「 → ローマ字の ア → 甘い言葉 → お世辞」とつなげる。

の から「 → ローマ字の ウ → ウジ虫 → 虫 → 蝶 ちょう → ひらひ

ら飛ぶ」。

これは 文房具 と 静止した の覚え方にも利用でき

る。 の から「 → ローマ字の エ → エンピツ → 文房具」と

つなげる。これができれば 片方が覚えられたら 、もう一方 の方

は、 留まっている の類語なので意味は連想しやすいはず。 ちなみに「静

止衛星」は と言う。

● について。

語源～

は「前・先 の・に 」を表す接頭辞。 以外でこれを用いた

語の例をいくつか挙げてみよう

(頭) → 頭の前 ⇨ 額

(指) → 前を指す指 ⇨ 人さし指

(言う) → 前もって言う ⇨ 予言する

(見る) → 前もって見る ⇨ 予知する

(1番の) → 1番前 ⇨ 真っ先の

● について。

は「酸素」。 が「酸」を意味するのは「オキシドール」から類推しよう。

オキシドールとは「過酸化水素の水溶液」。 はやはり「素」。このように類推でき

るようになると の暗記にも役立つ。これは カタカナ英語の 「アレルゲン」

が同じ意味で用いるのでわかりやすいのだが、アレルゲンとは「アレルギーを引き起こ

す原因物質」のこと。やはり は「素、源」だ。発音は ｱﾗｰジｪﾝ なので注意。ちな
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み「アレルギー」は と言う。発音は ｱﾗｰジｨ 。

● について。

動詞の には「 人を役職に 任命する」という意味もあるが、これも「人を

ある組織の中 に役職として立てる」ことだ。

※ は「立つ 立っている、立てる 」という意味の語幹。

また は名詞として「 学術･芸術･教育などの 会、学会、協会、会館、研究

所」「 理工系の 専門学校、 工科 大学」という意味もある。 「協会、学会、研究

所」等も、その分野の中に立てられたものと考えると理解しやすい。

● について。

語源～

は「大きい、偉大な」という意味の語幹。 は「 地震など

の 大きさ」のこと 「重要性」という意味もある 。 は は「～

にする、～化する」という意味の接尾辞なので 「大きくする、拡大する、誇

張する」という意味になる。そうすると は「大きくて

十分な ＝ → 壮大な、素晴らしい」となる。

● について。

語源～

は「悪い・間違って・否定的な・不完全な・不良の」を表す

接頭辞。伝染病の「マラリア 」も「悪い 空気 →

悪い空気によって感染する病気」が語源 昔は蚊によって伝染することがわか

っていなかった 。
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(理解する) → 間違って理解する ⇨ 誤解する

(取る) → 間違って取り込む ⇨ 間違える

(読む) → 間違って読む ⇨ 読み違える

(導く) → 間違って導く

⇨ ① 人を 間違った方向に導く

② 人を 惑わす、欺く

(頭･端･終わり) → 間違った結末になること ⇨ いたずら

(運ぶ) → 間違って運ぶ ⇨ ①失敗 ②流産

(事) → 悪い事 ⇨ ①悪意 ②敵意

(栄養) → 栄養が悪い ⇨ 栄養失調

(意志) [形容詞語尾] → 悪い意志の ⇨ 悪意のある

扱う → 間違って扱う ⇨ 虐待する

満足した → 満足していない ⇨ 不満足

● について。

語源～

は「学問」を表す語幹と言ったが、いくつか具体例を挙げておこう。

生命 → 生命の学問 ⇨ 生物学

※ が「生物・生命 」を表すことから、以下も連想がつく。

化学 ⇨ 生 命 化学

記述したもの ⇨ 伝記

電子工学 ⇨ 生体電子工学

精神 → 精神の学問 ⇨ 心理学

人類 → 人類の学問 ⇨ 人類学

環境 → 環境の学問 ⇨ ①生態学

②環境保護

社会 → 社会の学問 ⇨ 社会学
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● について。

語源～

は「押す」「圧を加える」という意味の語幹。いろいろな の

つく語を一気におさえてしまおう。

[名詞語尾] → 押すこと ⇨ 圧力

(中) → 心の中に(跡が残るように)押し付ける ⇨ 印象づける

(外) → 気持ち等を 外へ押し出す ⇨ 表現する

→ 人を 外に押し出すもの ⇨ 急行列車 バス

(下へ) → 気分を 下へ押す ⇨ 落胆させる

(下へ) → 下へ押す(押さえ込む) ⇨ 鎮圧する

(一緒に) → 一緒に押し込む ⇨ 圧縮する

( ) → 反対して押す ⇨ 圧迫する

● について。

語源～

接頭辞の は「外 側 に・へ」「～より優れて 超えて 」、２つの意味

を持つ。 の は前者で「外に 出てきたもの → 結

果」となる。 も「生産高」「力を外に出す」ことであり前者タイプ。

や の は後者で「～より優れて 立ってい
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る → 傑出した、目立った」、「～より勝っている 数

→ ～より数で勝る」となる。 ～より重要だ もこちらタ

イプ。

● について。

ＷＨＯ 世界保健機関 が定めるインフルエンザの流行の度合い 段階 は「フェイズ１、

フェイズ２…」という表記が使われている。そこから類推してもいい。

彼らは戦争の最終段階に入った

● について。

語源～

は「前の に 、前もって」、 は「後の に 」という意味を表す接頭

辞。よく「ポストＳＭＡＰ 嵐・あゆ・さんま・ＡＫＢ… 」など言ったりする

が、これは「ＳＭＡＰの次 後 に彼らの後釜として人気を得る可能性のあるグ

ループ アイドル 」を指して言う。 などはそこから「後の」という

意味だと覚えよう。 は「戦後の」 は「戦前の」 、

は「後に生まれてくるもの → 子孫、後世 の人々 」。

語源～

は「 口で 言う」「言葉 を述べる 」を表す語幹。 は「～の

方 言う 動詞語尾 → ～の方向に向かうように言う → 支持す

る」となる。これ以外に を含む語の例をいくつか挙げてみよう。

[動詞語尾] → 言う ⇨ ①命令する

②書き取らせる
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言う､命令する 人 → 命令する人 ⇨ 独裁者

[名詞語尾] → 言うこと ⇨ 言い回し、語法

(名詞) [名詞語尾] → 言葉を収納しておく所 ⇨ 辞書

良い [名詞語尾] → 良い言葉を述べること ⇨ 祝福

前もって → 前もって言う ⇨ 予言する

(反対の･して) → 反対して言う ⇨ 矛盾する

● について。

は動詞として「①～を投影する、映写する ②～を予測する」という意味もあ

るが、①については カタカナ英語の 「プロジェクター」から類推できる。プロジェク

ター とは、画像や映像を大型スクリーンなどに投影して映写する装置だ。

● について。

が「後ろ の 」という意味 の形容詞・名詞 になる場合は、「リア」が カタカナ

英語で が同じ意味で用いるのでわかりやすい。

リアウィンドウ

和製英語だが 「リヤカー」とは、自転車の後ろに連結して荷を運ぶ車ということでそ

う名付けられた。

彼らは背後から敵を攻撃した

● について。

語源～

このように や は「送る・置く」という意味の語幹。 以

外でこれを含む語の例を挙げてみよう。
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[名詞語尾] → ある使命をもって 送られること ⇨ 使節

(分散) → 分散するように送り出す ⇨ 解散させる

(別の場所へ) → 別の場所へ送る ⇨ 伝達する、伝える、送る

(方向) → ～の方へ送る ⇨ 入れる、認める

(一緒に) → 一緒に送り込む ⇨ ①託す

② 犯罪などを 犯す

( ) → 外へ送る(置く) ⇨ 臭い･熱･光･音等 を放出する

( ) → 反対方向に送る(戻す) ⇨ 省略する

( ) → 通して送る(通過させる) ⇨ 許可する

● について。

語源～

は「…殺し」という意味の名詞を作る。 は「殺虫剤」。

は「殺菌剤」。 は「菌」。 は「除草剤」。

は「草」 「ハーブ」はカタカナ英語にもなっている 。

は「幼児殺し」。 は「幼児」。 も「殺虫剤」。

は「害虫 獣 」。 は「自殺」。 は「自分 身 」。

は「殺人」。 は「人」 では は

「親殺し」。 ＝ 。

● について。

「デトックス」からも類推できる。デトックス とは「解毒、毒出し」

のこと。「除去 毒 → 解毒、毒出し」となる。つまり は「毒」という

意味。 は「～の性質の」を表す形容詞語尾。「毒」には もあるが、こちら

も「ポイズン」「ポワゾン」でおなじみ。形容詞形は で「有毒な」。これ
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は の同意表現。

有毒物質が地下水から発見され、住民たちはパニックになった

● について。

語源～

は以下の２つの意味を持つ語幹。

① 横断 する というイメージから 「越えて」「横切って」「貫いて」

「通って」「他の側へ・に」「別の場所 状態 へ・に」

② 完全なる 変化 というイメージから 「完全に」「すっかり 別の状態に 」

以下に具体例を挙げてみよう。

受け取る ｢名詞語尾 → 別の場所で 声を 受け取るもの

⇨ トランシーバー

(運ぶ) → 別の場所へ運ぶ ⇨ 翻訳する

(植える) → 別の場所へ植える ⇨ 移植する

(通過する) → 横切って通過する ⇨ 侵入する

(現れる･見えてくる) [形容詞語尾] → 貫いて現れる､見えてくる ⇨ 透明な

送る → 別の場所へ送る ⇨ 送る、伝える

越えて 登る ⇨ ～を越える、～に勝る

～の向こう側に 書く → ～の向こう側に書く⇨ ①書き写す

別の場所に書く ②翻訳する

別の場所へ､越えて 運ぶ → 別の場所に運ぶ ⇨ 移動させる、移す

すっかり別の状態に 形作る → 形を変える ⇨ 変形 変質 させる

変換する

越えて 行く ⇨ 一時的な、つかの間の

別の場所へ､越えて 行く → 別の場所に行く ⇨ ①通行、通過 する

②流通

③別便への乗り換え
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④通路

別の場所へ 注ぐ･一つにする → 血を 別の場所に注ぐ ⇨ 輸血する

注いで一つにする

※ の名詞形の は「融合」という意味。 は

「核融合」。音楽で と言えば、例えばジャズとロックなど、異

なる音楽形式が混合 融合 し合うことを差す。

● について。

語源～

がつく語は「空 から 、無い」という意味が多い。たとえば は

「空 から の、空いている」。 は「真空、空虚」。 は「休

暇 ←仕事場を空にすること 」。 は「消える ←空になるというこ

と 」。 は「虚栄心 ←中身は空ということ 、空虚」。 も「空

虚な、～を欠いている」という意味でおなじ仲間になる。 で

「Ａを欠いている、Ａがない」。 で言い換えられる。

も と意味はほぼ同じで「～を欠いている、～がない」という

意味。 は「分離」を表す接頭辞。

それから の形容詞形が 。 で「無駄な、無駄に、むなし

く」という意味になり頻出。

彼を救助しようとしたが無駄だった

は「避ける」だが「 ～から離れて 空にする → 今いる

場所から離れて空にする → 逃れる、避ける、近寄らない」となる。
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● について。

語源～

や は「生存」を表す語幹。これらを用いた語の例をいくつか挙げて

みよう。

(越えて) → 越えて生きる ⇨ 長生きする

(再び) → 再び生きる ⇨ 生き返る

形容詞語尾 → 生き生きした ⇨ 鮮やかな

形容詞語尾 → 生き生きした ⇨ 活気のある

名詞語尾 → 生きる力 ⇨ 生命力

(ｱﾐﾉ酸) → 生きるためのｱﾐﾉ酸 ⇨ ビタミン

ビタミンはアミノ酸の派生物と考えられていた。
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このレベルでおさえておきたいその他の語

⒈

デｨｽピｭｰﾄ 「①議論する ②～に異議を唱える」 動 「議論、論争、口論」 名

我々は政府の外交政策について議論した

⒉

プﾛヴｨﾝｽ 「①州、省 ② 昔の日本の 国 ③ 領域、分野 ④

地方、田舎」 名

武蔵の国

ケベック州

⒊

ﾏｲグﾚｲﾄ 「移住する、 鳥などが 移動する」 動

南部の州から北部の州へ移住した

名 ①移住 ② 鳥などの 移動

⒋

ﾄﾗﾝズｨｼｮﾝ 「①移り変わり ②過渡期」 名

過渡期
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封建社会から近代社会への移行

類 ①通過 行 、横断 ②運送

⒌

ｲﾝﾃｭｰｲｼｮﾝ 「直観 力 、直感」 名

直観的に私はそれを悟った

⒍

ｲﾝプﾗﾏﾝﾄ 「 計画・契約・法律などを 実行する」 動

「①道具・用具・器具 ② 家具一式」 名

ひとたび公職に就くと、その政治家は公約を果たさなかった

⒎

ドﾗﾌﾄ 「下書き、草案、設計図」 名 「草案を書く、下書きする」 動

彼はその部屋で演説の草案を作った

名詞で「すきま風」という意味もある。

⒏

ｴピデﾐｯｸ 「流行病、蔓延」 名
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インフルエンザの流行が報道されている

⒐

ｺﾝプﾗｲズ 「～から成る、構成する 」 動

］

この本は８章から成る

同

ﾄﾙｰプ 「① 軍隊 ②集団」 名

将軍は軍隊を前線へ送った

ｺｰｧﾃｸｽ 「①皮質 ②樹皮」 名

大脳皮質

ベｱｰ 「裸の、ありのままの」 形 「①裸にする ②暴露する」 同

砂浜を裸足でで歩いた

語 比喩的に「① 土地が 草木の生えていない ②がらんとした ③ありのままの、赤裸

々な ④かろうじての」という意味でも用いられる。
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副 かろうじて

ｱﾝビギｭｱｽ 「あいまいな、どっちつかずの」 形

その契約書の表現は非常にあいまいだった

語源～

は「両方 の 、二重 の ②周囲」を表す接頭辞。これを含む語の例をい

くつか挙げてみよう。

手先の器用さ → 両方の手先の器用さ ⇨ 両利き

導いた → 両方に導くような ⇨ 曖昧な、不確かな

等価の → 両方に価値を置く ⇨ 矛盾した、相反する

名詞語尾･形容詞語尾 → 両方の性質を持つ もの ⇨ 両生類 の

名詞語尾 → 票を求めて 周囲を歩き回ること

→ 名声を得ようとすること ⇨ 野心

ﾄﾗﾝザｸｼｮﾝ 「① 商 取引 ②事務の処理」 名

商取引

取引きの処理
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ﾃｨﾝバｰ 「木材」 名

日本は木材の大部分を輸入している

ｽパｳズ 「配偶者」 名

日本の法律は夫婦は単一の姓を使うことを義務付けている

ｳｨｰヴ 「①～を織る、編む ② クモが 巣を張る」 動

父はわらを編んで帽子を作った

語 比喩的に「～を入念に作りあげる、組み立てる」という意味にもなる。

活

プﾗｲﾒｲﾄ 「霊長類 の動物 」 名

霊長類には、サル、類人猿、そして人間が含まれる

ｸﾘｱｰｶｯﾄ 「 輪郭などが はっきりした、くっきりした、きちん整った」 形

－２３－

「銀のカギ語」資料



「きれいにきちんと カットされた → 輪郭などが はっきりした、

きちんと整った」となる。比喩的に「 考えなどが はっきりした、明快な、わか

りやすい」という意味にもなる。また「きれいに刈り取られた → 木などが 全

部切り倒された」という意味にもなる。この意味では 「全て切り倒す」という

動詞としても用いられる。

みんなが彼女の明快な説明に納得した
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